
※ 利用者負担以外の費用（医療費や、食費等の現在実費で負担しているもの）は引き続きお支払い
いただくことになります。

児童発達支援・医療型児童発達支援・居宅訪問型児童発達支援

対象となるサービス

すべての０～２歳を対象に 

児童発達支援等の利用者負担を無償化します！

対象となる児童

令和８年９月サービス利用分から、「児童発達支援等利用者負担給付金」の
対象者を第１子に拡充し、すべての０～２歳児の利用者負担を無償化します。

「０～２歳（令和５年４月２日以降生まれ）」の「第２子以降」のお子さま

 無償化にあたり「大阪市児童発達支援等利用者負担給付金」の

支給申請が必要です。詳しくは裏面をご確認ください。

給付金の支給について

各児童発達支援事業所へ給付金の請求及び受領を委任いただくことにより、

保護者の方が事業所へ利用者負担額を支払うことなく

大阪市が事業所に対し利用者負担額と同額の給付金を支払う、

「受領委任払」の方法により支給します。

大阪市
令和８年９月から

令和８年８月まで

令和８年９月から
「０～２歳（令和５年４月２日以降生まれ）」の

「第１子を含む」すべてのお子さま

※ サービス利用あたって発生する利用者負担額が給付金の対象となります。

対象を拡大
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